
位置を中心とした半径２キロメートルの円を図示すること。

所在図記載欄 配置図記載欄
・使用の本拠の位置と保管場所が同一の場合 ・自宅（会社）敷地内に保管場所がある場合

自宅
収容台数２台

○○銀行△
△支店 ××公園

食堂○○ ○○方 自宅・保管
場所 ××方

△△内科 ××貸駐車
場

××公園

・使用の本拠の位置と保管場所が違う場合 ・駐車場など自宅（会社）敷地以外に保管場所がある場合

食堂○○ ○○方 自宅 ××方

○○銀行△
△支店 ××公園

入口 収容台数５台

※　　　所在図については別紙として市販の地図のコピーを添付することができる。この場合、使用の本拠の位置及び保管場所の位置を明記し、使用の本拠

保管場所№２
△△内科 保管場所

№１ №２ №３ №４ №５

（○○町方向） （△△町方向）

×
×
町
方
向

（○○町方向） （△△町方向）

×
×
町
方
向
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